
第１０２回	病態生化学セミナー	
	

日時：平成２８年９月１２日（月曜日）午後６時００分〜	

場所：医学部講義棟１階	国際交流ラウンジ 

演題：EB ウイルスによる免疫恒常性の破綻 
The breakdown of Immune homeostasis by Epstein-Barr virus 

演者：安居 輝人 先生 
国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 感染症制御ブロジェクト 
プロジェクトリーダー 

 
 免疫担当細胞による機能的ネットワーク形成は免疫恒常性の維持に必須であるが、遺伝的
背景及び環境因子により、容易に破綻することが知られている。この免疫脆弱性の理解は、
１）免疫応答成立機構、２）病原体の免疫回避機構の解明に重要であり、ひいては感染症、
免疫病の治療戦略を構築する上でのヒントとなるが、その全容は未だ明らかとなっていない。
そこで我々は、上皮、B 細胞特異的に潜伏感染し、自己免疫疾患やリンパ腫の causative agent
として知られている Epstein-Barr（EB）ウイルスを「窓」にして、免疫脆弱性誘導機構の解
明を試みている。EB ウイルスにコードされる２種類の膜タンパク Latent membrane protein
（LMP1、LMP2a）は上皮がん、B リンパ腫の両方に強く発現することが知られているが、我々
は B 細胞特に、胚中心 B 細胞特異的に LMP1 あるいは LMP2a を発現するマウスを作製し、
自己免疫疾患及びリンパ腫誘導過程を解析した。今回は EB ウイルス関連疾患とウイルス由
来膜タンパクとの関与を中心に議論したい。 
【安居 輝人】 
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